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児童学専攻 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

 

 ディプロマ・ポリシー達成のため、以下の講義科目、演習科目並びに特別研究を置き、学

位論文を課す。括弧内はそれぞれのカリキュラム・ポリシーが対応するディプロマ・ポリシ

ーを示す。 

 

CP1 児童学に関する理論と研究方法を修得する講義形式の科目と、教員の指導を受けなが

ら学生が各自の課題を追求する演習形式の科目をバランスよく置く。（DP１、DP5） 

CP2 広域な視点と深い洞察力を培うために、心理学、保健学、文化・文学、教育学、社会

学の５領域に関わる科目を揃え、対話や討論を多く取り入れた少人数制の授業を行

う。（DP２、DP３、DP４、DP６） 

CP3 今を生きる子どもへの複合的な視点を確保するため、フィールドワークを重視する。

研究課題に応じた自主的なリサーチワークを支援し、体験と理論をクロスオーバー

させる手法を学ぶ科目を置く。（DP２、DP３、DP４） 

CP4 授業や修士論文中間報告会等を通じて、学生は研究発表の機会を得る。また修士課程

における研究活動の集大成として、修士論文を執筆し、その内容を修士論文発表会で

公表する。（DP１、DP２、DP３、DP４、DP５、DP６） 

 


